
　

路
線
バ
ス
の
停
留
所
ま
で
遠

か
っ
た
集
落
の
中
を
運
行
し
、
病

院
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
経

由
す
る
こ
と
で
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
公
共
交
通
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

地
域
主
導
型
公
共
交
通
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ご
意
見

を
お
聞
き
し
て
、
利
便
性
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
入
山
辺
地
区
の

足
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
入
山
辺
線
公
共
交
通
協
議
会
）

雨
氷
害
対
策
の
補
助
制
度

　

平
成
28
年
１
月
の
雨
氷
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
森
林
で
は
、
一
部

で
治
山
事
業
等
に
よ
る
復
旧
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
森
林
所

有
者
の
皆
さ
ん
が
行
う
小
規
模
な

倒
木
の
撤
去
等
に
対
し
て
補
助
金

が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。

補
助
率
：
復
旧
に
要
す
る
経
費
の

　
　
　
　

50
％
以
内

条
　
件
：
雨
氷
に
よ
る
被
害
で
あ

　
　
　
　

る
こ
と
が
確
認
で
き
、

　
　
　
　

作
業
を
業
者
等
に
委
託

　
　
　
　

し
て
行
う
も
の

　

雨
氷
に
関
す
る
倒
木
整
理
・
除

去
等
の
作
業
に
幅
広
く
使
え
る
補

助
制
度
で
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

松
本
市
役
所 

農
林
部

耕
地
林
務
課 

☎
（
34
）
３
２
２
４

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
（
９
人
乗
り
）

で
、
入
山
辺
地
区
を
３
ル
ー
ト
に

分
け
て
曜
日
別
に
運
行
す
る
も
の

で
す
。

　

交
通
対
策
協
議
会
を
５
回
、
小

委
員
会
を
６
回
、
現
地
調
査
を
10

回
以
上
実
施
し
て
、
４
月
３
日
の

運
行
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

集
約
を
し
て
、
最
終
の
運
行
計
画

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
運
行
内
容
は
、
通
勤
・
通
学
便
は
、

１
日
４
便
（
朝
夕
運
行
、行
き
２
便
、

帰
り
２
便
）、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
29

人
乗
り
）
で
週
５
日
運
行
。

　

通
院・買
物
便
は
、１
日
５
便（
日

中
運
行
、
行
き
２
便
、
帰
り
３
便
）、

　

平
成
29
年
３
月
31
日
で
廃
止
に

な
る
入
山
辺
線
は
、
昭
和
の
は
じ

め
（
昭
和
５
年
の
時
刻
表
に
記
載

～
ア
ル
ピ
コ
交
通
調
べ
）
か
ら
約

90
年
間
地
域
の
足
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
、
ア
ル
ピ
コ
交

通
か
ら
松
本
市
に
対
し
て
、
９
月

末
を
目
途
に
廃
止
す
る
申
し
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
松
本
市
交
通
安

全
・
都
市
交
通
課
の
地
元
説
明
を

受
け
、
６
月
に
交
通
対
策
協
議
会

を
立
ち
上
げ
検
討
を
開
始
し
ま
し

た
。
７
月
中
旬
に
は
、
６
４
１

世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

５
４
２
世
帯
か
ら
回
答
が
あ
り

（
回
収
率
84
・
６
％
）、
入
山
辺
線

に
替
わ
る
交
通
手
段
が
必
要
と
回

答
し
た
世
帯
が
４
４
１
（
82
％
）

あ
り
ま
し
た
。（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳

細
は
公
民
館
報
４
１
２
号
参
照
）

  

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
通

勤
・
通
学
・
通
院
・
買
物
を
考
慮
し
、

ル
ー
ト
調
査
を
行
い
、
運
行
計
画

を
作
成
し
、
町
会
長
さ
ん
が
住
民

の
皆
さ
ん
に
説
明
を
行
い
、
意
見

平成29年3月1日現在

世帯数
　男
　女
総人口

８８２戸
９９８人

１，０５４人
２，０５２人

さ
よ
う
な
ら
！ 

入
山
辺
線
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２
月
27
日
に
関
連
文
化
財
群
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
25
年

度
か
ら
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
提

唱
に
よ
り
、
入
山

辺
地
区
の
文
化
資

産
の
洗
い
出
し
や

分
類
を
経
て
、
今

年
度
ま
で
に
関
連

文
化
財
群
を
８
項

目
に
ま
と
め
ま
し

た
。
今
回
は
老
政

会
と
共
催
で
、
関

連
文
化
財
群
の
策

定
に
尽
力
い
た
だ

い
た
大
島
正
人
先

生
、
宮
坂
昌
憲
先
生
、
百
瀬
秀
夫

先
生
に
講
演
い
た
だ
き
、
54
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

入
山
辺
地
区
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
考
え
る
会
（
愛
称 

こ
ん
な
山
辺

に
す
る
じ
ゃ
ん
会
）
が
発
足
し
て

６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
住
ん

で
み
た
い
、
訪
れ
て
み
た
い
、
入

山
辺
」
を
目
指
し
て
、
地
域
の
魅

力
を
地
区
内
外
に
発
信
し
よ
う
と

様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
定
例
会
は
原
点
回
帰
を

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
入
山
辺

地
区
の
魅
力
や
課
題
、
や
っ
て
み

た
い
こ
と
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
会
が
実
施
し
た
活
動

【
参
加
者
か
ら
の
感
想
】

　

石
像
物
等
の
文
化
資
産
が
あ
る

理
由
や
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
で

き
た
か
な
ど
に
つ
い

て
「
な
ぜ
？
」
と
疑

問
を
抱
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
講
座

で
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

１
０
０
年
先
の
人

が
地
区
文
化
財
の
歴

史
や
背
景
等
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

後
世
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
入
山
辺
地
区

の
日
々
の
記
録
を
残
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
西
桐
原 
大
澤 

德
次
）

の
中
か
ら
２
つ
の
取
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

２
月
23
日

に
旭
松
食
品

株
式
会
社
さ

ん
を
講
師
に

招
い
て
、
料

理
教
室
を
開

催
し
ま
し

た
。
農
村
女

性
委
員
会
や

男
の
健
康
料
理
教
室
と
共
催
で
行

い
、
23
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
血
圧
の
予
防
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
等
を
下
げ
る
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
こ
う
や
豆

腐
」
の
魅
力
を
楽
し
く
調
理
し
な

が
ら
学
び
ま
し
た
。　

　

２
月
25
日
に
子
ど
も
会
育
成
会

と
共
催
で
科
学
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
人
を
含
め
て
21
名

の
参
加
が
あ
り
、
科
学
体
験
と
工

作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
工
作
体

験
で
は
、
ス
ラ
イ
ム
、
ブ
ー
メ
ラ

ン
、
ベ
ン
ハ

ム
の
コ
マ
の

３
つ
を
作
り

な
が
ら
、
科

学
の
不
思
議

を
見
て
・
触

れ
て
・
考
え

て
体
験
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
ん
な
山
辺
に

す
る
じ
ゃ
ん
会
の
取
組
み

入山辺地区人権啓発推進協議会の取組み紹介
こ
う
や
豆
腐
を
使
っ
た
料
理
教
室

科
学
体
験
館

な
ぜ
だ
ろ
う
？

関連文化財群講座を開催しました

❶
複
数
集
落
案
内
板
の
設
置

　

美
ヶ
原
高
原
入
口
と
舟
付
橋
の

２
箇
所
に
、

複
数
集
落
の

場
所
を
表
示

し
た
案
内
板

を
設
置
し
ま

し
た
。
災
害

時
・
緊
急
時

の
車
両
や
、

観
光
に
訪
れ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
一
目
で
集
落

の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

❷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

　

左
記
の
と
お
り
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
更
新
し
ま
し
た
。
地
区

の
伝
統
行
事
等
に
つ
い
て
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
な
山
辺
に
す
る
じ
ゃ
ん
会

は
、
各
種
団
体
役
員
だ
け
で
な
く

一
般
の
方
も
多
数
参
加
し
て
い
ま

す
。「
入
山
辺
の
こ
と
に
つ
い
て

一
緒
に
話
し
た
い
！
」
と
い
う
方

は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　入山辺地区人権啓発推進協議会では、時代や社会情勢の
変化に伴い多様化している人権問題を正しく理解し、すべ
ての人々の人権が公平に尊重される地域づくりの推進に向
けて取組んでいます。今年度は、下記の内容で視察研修と
講演会を実施しました。人権は子ども達の生活にも影響を
及ぼすことがあります。他人ごととせず、積極的に人権の
取組みに参加して関心を持っていただければ幸いです。
　２月 12日に上田市にある無言
館を視察しました。右写真は入口
にある「記憶のパレット」という
慰霊碑で、戦没画学生約 400 名
の名が刻まれており、作品等を通
じて戦争の残酷さや平和の尊さ
を学びました。

　２月 21日には松本大学の眞
まつ ぐ
次

宏
ひろのり
典先生を招いて、個人番号制度

（マイナンバー）の講演会を開催
しました。今後、個人情報はどの
ように発展し、マイナンバーカー
ドはどのような活用方法が検討さ
れているのか学習しました。

するじゃん新聞 検 索⬅
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